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船上 における送受信 アンテナ間の誘導電圧について

梅 園 茂 ・阿 部 茂 夫

On Inductive Voltage between Sending and Receiving 

Antennas on Ship

Shigeru UMEZONO and Shigeo ABE

 On the training ship "Nagasaki-Maru", the inductive voltage on the receiving antenna 

caused by the transmitted electric waves was extreamely high. The inductive voltage 

resulted from the construction of ship with the restricted length of sending and receiving 

antennas. 

 Since such an extreamely high inductive voltage was harmful to wireless service on a 

medium wave and a 4 MHz wave, the inductive voltage was measured and a preventive 

method therefore was devised. When the sending and receiving antennas were stretched in 

parallel, the induction to the receiving antennas was extremely high. And when antennas 

Nos. 2 and 3 were used as receivers and antenna No. 1 as a transmitter, the inductive 

voltage was higher on antenna No. 3 in case a condenser was infixed to antenna No 2. 

 Therefore, in order to meet the demands of the times, a whip-typed receiving antenna is 

thought to be desirable.

長崎丸は船体構造上,送 受信用アンテナの展張に制約をうけ,受 信アンテナに対する送信電波の誘導が著 し

い。そのため中波および4MHZ帯 においては種々の弊害がおきた。これらの弊害対策を得るため,送 信電波

が受信アンテナに及ぼす誘導電圧を測定 し,防 止法を検討したので,そ の結果を報告する。

Fig. 1. State of antenna.
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測　定　方法

　長崎丸（563G／T）の送信用アンテナNo．1および受信用アンテナNo・2および3の展張状態をFig．1に示

す。No．1およびNo．2アンテナはともにT形，　No・3は約30度傾斜形である。アンテナの長さはNo・2は

29．5m，　No．3は26．5mである。測定器は真空管電圧計M－316A形を用い，測定周波数は中波および短波と

し，測定点は誘導随測器の入力点とした。なお送信機はNSD－239により中波は400W，短波は1KWの出

力で発信して誘導；電圧値を測定した。また使用コンデンサーは10P・F・3KWである。

結果および考察

　　：．P＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　　　　　　　　N2　一’　3　”　N
ここに1＝双極子電流　4＝双極間長X＝使用周波数の波長である。ttここでP＝Rr×．12の形と比較する

と放射抵抗R・一8…（ejN，）やと言えるから・亜逆LT形アンテナについて1ま眠÷の条件にあ

れば，接地アンテナの放射はヘルツ双極子の場合と誤差はあまりないものと考えてよく，なおまた

he÷h＋V＋D　　と考えても支障はない（h二水駅長．　V一垂直長．　D＝引込長）。

ところで，漉紙R・については・へ・レツ過慮の場合はR・一8…（em）・であるから

P’＝Ili2　Rr　＝＝　12　80rr2　（一｛一）2　’．’e＝＝＝2he

P・＝＝　1・8…！lh｝・eとなるが・P・一÷Pである・

1・R・，（接地アンテナの場合）一÷1・8…4昊1三

∴髄放射抵抗R・γ一喫惑乱　　　　　　　　　（3）
となる。

　受信最大有効電力Pは　P－12（Zin＋Zout）であるから最大入力は，．Zin　＝・　zout時でFig．　2のごとく，

　　　　　　　V2　　　　　　　　　の時と考えてよい1｝。P　＝＝12　×　2Z＝

　　　　　　　4Z
　アンテナ誘導電Vは，V＝Eo（電界）×h・（アンテナの長さ）であるから，　Fig．3のVをあらわすことに

なる。Fi9・　3のような場合に，　Eであらわされる送信誘導電圧は，受信アンテナの持つ放射インピーダンス，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　長崎丸においては，No．1アンテナとNo・2およびNo・3アンテナとは構造上，ほとんど平行に展張せざる

を得ない状況である。そのため受信アンテナに対する送信電波の誘導がひどく，．誘導防止器や周波数切替碍子

の焼損がたびたび起きた。そこでNo・2アンテナにコンデンサーを挿入しない場合と挿入した場合の誘導電圧

を測定し，理論値と比較してみた。

　ヘルツ双極子においては，半径γ．θ．φのポイントベクトル電力（電力密度）Sは

　　S－3b一膨3－s三・θ　　　　，　　　　　（・）
であることが知られている。ところで全放射電力Pは，

p．．

№堰h　d¢．　gi　s7，　，i．．　de　，＝　一｛lgoz1±i：iL，e－e－rrlls2　e2　gi”do．　ii　，i．3e．　de

　　　　　390z1」一1－llLC－Zmz　11L2　e2．2．．一．g一＝so．2－4，2．．Il12（w）

負荷の持つインピーダンスによって決定される。誘導電圧をEとすると，E＝＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　Zout－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zin十Zout

であるから諏÷の条件に城中波アンデナではE＝、6。弩罵。Ω’200Ω

　　　　　　　　　　　　　　・2QOhe
七たがって中波では”E＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　Eo
　　　　　　　　　　　　160n2　一！S’22　＋200

　短波帯においては中波と異なった半波ダイポールと考えた方がよいようである。

R，　＝　30　｛　C＋log（　2　nn）’一Ci（　2　nz）　」　（SL）

（5）

．（6）

（7）
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Fig．　2．　Equivalent　cireuit　of

　　　　antenna．
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Fig．　3．　lnduction　preventive　circuit．
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計算値はTable　1のように次第に増加していく。ただし，これは半波ダイポールであるから，接地アンテナ

ではインピーダンスはそれぞれ施になる。この放射抵抗から考えると誘導電圧はすべて大きくなるが，No．3

アンテナでは6MHZおよび12MHZ付近で急激に減少することが判明した。この状態をFig．4にて縦軸

に誘導電圧を，横軸に発信周波数をもって示した。これによると，AおよびBはそれぞれNo．2，　No．3アン

テナにコンデンサーを使用しない場合で，

ともに約2000Vで同軸線が焼損し測定不能

となり，CはNo．2アンテナにコンデンサ

ーを挿入した時の誘導電圧値であり，Dは

その時のNo．3アンテナの誘導値を示した

ものである。このことはλ／2n付近で電圧

き電のため上昇するインピーダンスが，コ

ンデンサーによって，なお強調されたため

と考えられる。
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Table　1．　Calculated　value

　　　　by　model　No．　7．

1／2

1

2／3

2

5／2

3

Ror　R7／2－R
10

73．1　36．5

．…X3．4　46．7

105．5　52．75

114．1　57．05

120．8　60．04

126．2　63．1

（v）

　　425KHZ　4so　4MA－z’rm／2　　1622
　　　　　　　　Freqtiency　of　Obeervttian

Fig．　4．　Actual　value　of　inductive　vo！tage
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Fig.5のAお よびBはNo.2ア ン

テナにコンデンサーを挿入 した時の

No.3とNo.2ア ンテナのインピー

ダンスの実測値であり,Cは その時

の理論上の平均値である。 これはコ

ンデンサーを使用するしとにより,

6MHZと12MHZ帯 で インピー

ダンスは上昇し感度は弱まるが,現

在のように高感度の受信機を装備す

れば,実 際上受信には支障はない。

最近,送 受信を同時に お こな う

SSB通 信のような二重通信が 急速

に発達している。もしNα3ア ンテ

ナを6～8mホ イ ップとして送信ア

ンテナより理論上は50m以 上距離を

とれば,二 重通信 も可能になる。し

かしなが ら長崎丸は船体の長さ48m

であ り,現 在のままでは採用するこ

とが出来ないので,二 重通信は不適

当である。

また誘導電圧をおそれて,No.2

アンテナを非接地形 とすれば,開 放

点で電圧最大,電 流最少2)と な る

が,高 い周波数帯ではスパークを生

じ危険である。

Fig. 5. Actual and theoretical value of impedance.

要 約

送受信アンテナを平行に展張した際の受信アンテナへの誘導が非常に高い。またNo.2お よびNo.3ア ンテ

ナを受信用にし,No.1ア ンテナで送信した場合,No.2ア ンテナにコンデンサーを挿入すれば,No.3ア ンテ

ナの方が誘導電圧は上昇する。したがって時代に即応するためには,受 信アンテナのホイップ化が望ましい。

おわりに測定に関し御協力いただいた矢田殖朗船長に対 し衷心より謝意を表する。
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